
[

肢
体]
　11
月
18
日（
木
）

受
付

　13
時
～
14
時

と
こ
ろ

広
島
県
三
次
庁
舎
第
３
庁
舎
２
階

三
次
市
十
日
市
東
４-
６-
１

※
１
週
間
前
ま
で
に
社
会
福
祉

課
障
害
者
福
祉
係
へ
予
約
を
。

鈎
0
8
2
4-

7
3-

1
2
1
0

　各
地
域
で
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き

11
月
16
日（
火
）・
12
月
７
日（
火
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
西
城
地
域

と
き

　12
月
9
日（
木
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

　西
城
公
民
館

●
東
城
地
域

と
き

　12
月
2
日（
木
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ

東
城
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
口
和
地
域

と
き

　12
月
2
日（
木
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

　ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ

●
比
和
地
域

と
き

　12
月
２
日（
木
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ

　比
和
文
化
会
館

●
高
野
地
域

と
き

　12
月
10
日（
金
）

13
時
～
16
時

と
こ
ろ

　高
野
支
所

●
総
領
地
域

と
き

　12
月
10
日（
金
）

9
時
～
11
時

と
こ
ろ

総
領
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

三
次
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

鈎
0
8
2
4-

6
2-
2
5
7
2

　北
部
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き

　11
月
18
日（
木
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
１
週
間
前
ま
で
に
女
性
児
童

課
子
育
て
支
援
係
へ
予
約
を
。

鈎
0
8
2
4-

7
3-

0
0
5
1

●
東
城
地
域

と
き

　11
月
26
日（
金
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ

　東
城
支
所

※
１
週
間
前
ま
で
に
東
城
支
所

保
健
福
祉
室
へ
予
約
を
。

鈎
0
8
4
7
7-

2-

5
1
3
1

［
庄
原
地
域
］

●
身
体

　12
月
13
日（
月
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

［
比
和
地
域
］

●
身
体
・
知
的

　12
月
７
日（
火
）

９
時
30
分
～
12
時

と
こ
ろ

比
和
自
治
振
興
会
館

※
事
前
予
約
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
２
１
０

　広
島
県
北
部
保
健
所
（
三
次

市
十
日
市
東
）
で
実
施
す
る
健

康
相
談
で
す
。
事
前
に
電
話
で

ご
予
約
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

●
心
の
健
康
相
談

　ス
ト
レ
ス
、
う
つ
病
な
ど
の

心
の
健
康
に
不
安
の
あ
る
方
や

そ
の
家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。

と
き

11
月
16
日（
火
）13
時
～
14
時
30

分11
月
25
日（
木
）
13
時
30
分
～
14

時
30
分

※
25
日（
木
）は
東
城
支
所
で
実

施
し
ま
す
。

●
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談

　検
査
は
無
料
・
匿
名
で
受
け

ら
れ
ま
す
。
結
果
は
そ
の
日
に

お
知
ら
せ
で
き
ま
す
。
相
談
は

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

と
き

11
月
10
日（
水
）・
12
月
8
日（
水
）

13
時
～
15
時

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

広
島
県
北
部
保
健
所
保
健
課

鈎
0
8
2
4-

6
3-

5
1
8
1

　地
域
の
人
材
の
発
掘
と
、
地

域
づ
く
り
へ
の
興
味
を
持
つ
た

め
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、

本
年
度
は
「
ま
ち
づ
く
り
へ
の

道
～
地
域
デ
ビ
ュ
ー
”は

じ
め

の
一
歩
“
」
を
テ
ー
マ
に
、
実
際

の
取
り
組
み
事
例
を
交
え
た
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

［
口
和
会
場
］

と
き

　11
月
8
日（
月
）

19
時
～
21
時

と
こ
ろ

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ

演
題

わ
が
町
で
楽
し
く
ま
ち
づ
く
り

講
師

　中
倉

　勇
さ
ん

（
東
観
音
台
連
合
会
事
務
局
）

［
庄
原
会
場
］

と
き

　11
月
18
日（
木
）

19
時
～
21
時

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

演
題

地
域
資
源
を
う
ま
～
く
集
め
た

楽
し
い
活
動
！

講
師

　鈴
木
奈
緒
子
さ
ん

（
N
P
O
法
人
a
w
a
r
a
r
t
事
務
局
）

［
東
城
会
場
］

と
き

　11
月
29
日（
月
）

19
時
～
21
時

と
こ
ろ

　東
城
支
所

演
題

つ
な
が
り(

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク)

で

幅
広
い
活
動
を
！

講
師

　竹
内

　瞳
さ
ん

（
ひ
ろ
し
ま
市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

H
E
A
R
T 

t
o 

H
E
A
R
T
）

問
い
合
わ
せ

自
治
振
興
課
自
治
振
興
係

鈎
0
8
2
4-

7
3-

1
2
0
9

　平
成
21
年
度
に
自
治
振
興
区

活
動
促
進
補
助
金
を
活
用
し
、

実
施
さ
れ
た
地
域
づ
く
り
事
業

の
ポ
ス
タ
ー
展
示
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
の
ヒ

ン
ト
が
き
っ
と
あ
り
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
き
・
と
こ
ろ

12
月
1
日（
水
）～
10
日（
金
）

総
領
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

12
月
14
日（
火
）～
27
日（
月
）

市
役
所
本
庁
舎

※
展
示
時
間
は
８
時
30
分
～
17

時
30
分

※
平
日
の
み

問
い
合
わ
せ

自
治
振
興
課
自
治
振
興
係

鈎
0
8
2
4-

7
3-

1
2
0
9

　越
原
地
域
に
伝
わ
る
無
病
息

災
を
祈
願
す
る
、師
走
の
行
事「
ひ

ざ
ぬ
り
」と「
正
月
用
の
し
め
縄

作
り
」の
体
験
。

と
き

　12
月
４
日（
土
）

９
時
30
分
～
14
時

と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
の
里
越
原

定
員

　20
人

参
加
費

　2
千
円

申
込
期
限

　11
月
30
日（
火
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

比
和
支
所
地
域
振
興
室

鈎
０
８
２
４-

８
5-

３
０
０
０

　東
城
特
産
の
そ
ば
を
使
っ
た

イ
ベ
ン
ト
。そ
ば
の
大
食
い
、早

食
い
大
会
の
ほ
か
、ミ
ニ
ゲ
ー
ム
、

ミ
ニ
屋
台
な
ど
楽
し
い
企
画
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。

と
き

　11
月
21
日（
日
）

10
時
～
15
時（
雨
天
中
止
）

と
こ
ろ

道
の
駅「
遊
Ｙ
Ｏ
Ｕ
さ
ろ
ん
東
城
」

問
い
合
わ
せ

　㈱
ニ
ュ
ー
東
城

鈎
0
8
4
7
7-

2-

4
4
4
4

　国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財「
比

婆
荒
神
神
楽
」を
は
じ
め
、近
隣

の
神
楽
団
の
迫
力
あ
る
演
舞
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と
き

　12
月
5
日（
日
）

10
時
～
16
時

と
こ
ろ

東
城
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

入
場
料

大
人

　2
千
5
0
0
円

（
前
売
2
千
円
）

小
人

　1
千
5
0
0
円

（
前
売
1
千
円
）

問
い
合
わ
せ

東
城
町
観
光
振
興
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
実
行
委
員
会

（
東
城
支
所
地
域
振
興
室
内
）

鈎
0
8
4
7
7-

2-

5
0
0
3

　県
立
広
島
大
学
研
究
開
発
助

成
事
業
は
、
県
大
の
知
的
資
源

な
ど
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化

に
関
す
る
研
究
に
市
が
助
成
し
、

そ
の
成
果
を
地
域
に
還
元
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
研
究
課

題
を
募
集
し
採
択
し
て
い
ま
す
。

　報
告
会
で
は
、
市
と
県
大
の

連
携
に
よ
る
研
究
開
発
の
内
容

や
成
果
を
報
告
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き

　11
月
29
日（
月
）

13
時
30
分
～
17
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

企
画
課
企
画
調
整
係

鈎
0
8
2
4-

7
3-

1
1
2
8

　第
31
回
学
園
祭
の
テ
ー
マ
は

「
笑
顔
の
花
咲
く
学
園
祭
」
。
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き

　11
月
23
日（
火
・
祝
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ

庄
原
さ
く
ら
学
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

内
容

神
楽
・
太
鼓
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
・
も
ち
つ
き
・
ゲ
ー
ム
・

各
種
バ
ザ
ー
な
ど

問
い
合
わ
せ

庄
原
さ
く
ら
学
園

鈎
0
8
2
4-

7
2-

0
8
8
4

　消
費
者
一
人
一
人
が
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
か
ら
身
を
守
り
、
日

常
生
活
の
安
全
・
安
心
を
確
保

す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
す
る

大
会
で
す
。

　ご
家
族
そ
ろ
っ
て
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

と
き

　11
月
23
日(

火
・
祝)

13
時
～（
12
時
開
場
）

と
こ
ろ

　庄
原
市
民
会
館

内
容

●
講
演
会

演
題

「
消
費
者
問
題
の
実
態
」

講
師

弁
護
士

　菊
地
幸
夫
さ
ん

※
Ｔ
Ｖ
「
行
列
の
で
き
る
法
律

相
談
所
」
で
お
な
じ
み
の
体
育

会
系
弁
護
士

●
寸
劇

演
題

「
老
い
の
日
々
」～
あ
な
た
に
あ

る
か
も
～

出
演

敷
信
母
さ
ん
劇
団

●
音
楽
演
奏

演
奏

広
島
県
警
察
音
楽
隊

問
い
合
わ
せ

　

市
民
生
活
課
生
活
安
全
係

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
１
５
４

　今
年
で
59
回
目
を
迎
え
る
ス

タ
ー
式
駅
伝
大
会
。
ゴ
ー
ル
を

目
指
し
、
ひ
た
す
ら
「
た
す
き
」

を
つ
な
ぐ
ラ
ン
ナ
ー
へ
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

と
き

　12
月
5
日（
日
）

　

ス
タ
ー
ト

10
時
30
分

高
校
、職
域
、一
般

10
時
45
分

中
学
校
、女
子（
中
学
校
・
一
般
）

ス
タ
ー
ト
地
点

上
野
総
合
公
園
陸
上
競
技
場

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
体
育
協
会

鈎
0
8
2
4-

7
2-

6
8
8
0

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

鈎
0
8
2
4-

7
3-

1
1
9
6

お 知 ら せお 知 ら せ
I n f o r m a t i o n

催

　
　
　し
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身
体
障
害
者
補
装
具
判
定
会

人
権
相
談（
特
設
）

ま
ち
づ
く
り
実
践
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
講
座

定
期
巡
回
児
童
相
談

生
活
相
談

障
害
者
相
談
員
定
期
相
談
会

健
康
相
談

ひ
ざ
ぬ
り
と
し
め
縄
作
り
体
験

そ
ば
ま
つ
り

第
28
回
帝
釈
峡
近
郷
神
楽
競
演
大
会

自
治
振
興
区
活
動
報
告

ポ
ス
タ
ー
巡
回
展
示

県
立
広
島
大
学
研
究
開
発

助
成
事
業
報
告
会

庄
原
さ
く
ら
学
園
・

庄
原
も
み
じ
園
学
園
祭

安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会

庄
原
市
ス
タ
ー
式
駅
伝
大
会



　宇
宙
飛
行
士
の
活
動
や
宇
宙

飛
行
士
に
な
る
方
法
な
ど
、「
宇

宙
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会

を
行
い
ま
す
。

　当
日
は
、宇
宙
服
の
展
示
や
試

着
、宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
模
型

や
パ
ネ
ル
の
展
示
、宇
宙
食
な
ど

の
販
売
ブ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　め
っ
た
に
な
い
機
会
で
す
の

で
、ど
う
ぞ
お
越
し
下
さ
い
。

●
講
演
会

と
き

　11
月
26
日（
金
）

18
時
～
19
時
30
分（
17
時
開
場
）

●
展
示
・
試
着

14
時
30
分
～
20
時
30
分

※
た
だ
し
、
講
演
時
間
内
は
試

着
で
き
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ

　庄
原
市
民
会
館

講
師

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
（
宇
宙
航
空
研
究
開

発
機
構
）有
人
宇
宙
開
発
部

山
口
孝
夫
さ
ん

※
整
理
券
を
事
前
に
お
求
め
く

だ
さ
い
。（
当
日
券
有
り
）

詳
し
く
は
、庄
原
商
工
会
議
所（
鈎

０
８
２
４-

７
２-

２
１
２
１
）に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　市
役
所
を
市
民
の
親
し
み
や

す
い
場
所
に
す
る
た
め
、音
楽
好

き
の
市
民
が
集
ま
り
、手
作
り
の

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　今
回
の
出
演
は
、
庄
原
中
学

校
吹
奏
楽
部
を
は
じ
め
、
市
内

の
音
楽
を
愛
す
る
演
奏
家
。
ゲ

ス
ト
に
は
広
島
市
内
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
弦
楽
三
重
奏
「
ブ
リ

ラ
ン
テ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
を
お

招
き
し
ま
す
。

　晩
秋
の
夜
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ

ャ
ン
ル
の
音
楽
を
一
緒
に
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

と
き

　11
月
26
日（
金
）

18
時
30
分
～

と
こ
ろ

　市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ

　総
務
課
行
政
係

鈎
0
8
2
4-

7
3-

1
1
2
3

　三
次
市
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
庄
原
市
部
会
は
、
人
権
週
間

に
あ
わ
せ
て
行
事
を
行
い
ま
す
。

●
日
曜
人
権
相
談
所

と
き

　12
月
５
日（
日
）

10
時
～
16
時

と
こ
ろ

ジ
ョ
イ
フ
ル
２
階
相
談
室

相
談
員

法
務
局
職
員
、人
権
擁
護
委
員

●「
人
権
の
花
」図
画
展
示

と
き

12
月
４
日（
土
）～
12
月
10
日（
金
）

と
こ
ろ

　ジ
ョ
イ
フ
ル
２
階

問
い
合
わ
せ

三
次
市
人
権
擁
護
委
員
協
議

鈎
0
8
2
4-

6
2-

2
5
0
4

　男
女
共
同
参
画
を
基
本
か
ら

学
べ
ま
す
。家
族
・
法
律
・
歴
史
な

ど
、目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
内
容
が
満

載
で
す
。な
ん
だ
か
お
か
し
い
な

ぁ
？
生
き
づ
ら
い
な
ぁ
？
と
思
っ

て
い
る
あ
な
た
に
お
す
す
め
で
す
。

開
講
期
間

平
成
23
年
１
月
～
３
月（
計
６
回
）

月
２
回
土
曜
日
開
講

開
講
場
所

　

●
広
島
校（
エ
ソ
ー
ル
広
島
）

広
島
市
中
区
富
士
見
町
11
‐
６

●
福
山
校（
イ
コ
ー
ル
ふ
く
や
ま
）

福
山
市
西
町
１
‐
１
‐
１

対
象

県
内
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方

定
員

広
島
校
25
人
・
福
山
校
15
人

　

募
集
締
切

　11
月
30
日(

火)

受
講
料

　３
千
円

※
託
児
あ
り

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

(

財)

広
島
県
女
性
会
議

〒
7
3
0-

0
0
4
3

広
島
市
中
区
富
士
見
町
11-

6

エ
ソ
ー
ル
広
島
内

鈎
０
８
２
‐
２
４
２
‐
５
２
６
２

FAX
０
８
２
‐
２
４
０
‐
５
４
４
１

h
ttp

://w
w

w
.e

sso
r.o

r.jp

と
き

２
月
５
日(

土)

・
６
日(

日)

と
こ
ろ

高
野
ス
ポ
ー
ツ
広
場（
高
野
町
）

募
集
チ
―
ム
数

　

 

一
般
の
部

　70
チ
ー
ム

〔
Ｐ
リ
ー
グ（
国
際
大
会
を
目
指

す
）
12
チ
ー
ム
・
Ｆ
リ
ー
グ
（
雪

合
戦
を
楽
し
む
）58
チ
ー
ム
〕

レ
デ
ィ
ー
ス
の
部

　12
チ
ー
ム

ジ
ュ
ニ
ア
の
部

　16
チ
ー
ム

（
選
手
は
小
学
生
の
み
）

募
集
期
間

11
月
16
日（
火
）～
12
月
15
日(

水)

参
加
費（
１
チ
ー
ム
）

一
般
・
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部

1
万
2
千
円

ジ
ュ
ニ
ア
の
部

　５
千
円

　

そ
の
他

「
一
般
の
部
Ｐ
リ
ー
グ
」お
よ
び

「
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
」の
優
勝
チ

ー
ム
は
、
県
代
表
チ
ー
ム
と
し

て
「
第
23
回
昭
和
新
山
国
際
雪

合
戦
大
会
」（
２
月
26
・
27
日
、北

海
道
）
へ
の
参
加
資
格
が
与
え

ら
れ
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

広
島
県
雪
合
戦
大
会
実
行
委
員

会
事
務
局
（
高
野
支
所
地
域
振

興
室
内
）

鈎
0
8
2
4-

8
6-

2
1
1
1

　県
民
手
帳
は
、
主
な
公
的
機

関
の
住
所
名
簿
や
、
消
費
生
活

相
談
な
ど
の
各
種
相
談
窓
口
な

ど
、
仕
事
や
暮
ら
し
に
役
立
つ

情
報
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。ま
た
、

県
内
の
お
勧
め
観
光
ス
ポ
ッ
ト

や
慶
弔
電
報
文
例
な
ど
、
生
活

手
帳
と
し
て
大
変
便
利
で
す
。

　市
役
所
本
庁
窓
口
や
各
支
所

で
販
売
し
て
い
ま
す
の
で
、
便

利
で
安
価
な
県
民
手
帳
を
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

価
格

ポ
ケ
ッ
ト
版

　１
冊
6
0
0
円

デ
ス
ク
版
１
冊
１
千
1
0
0
円

問
い
合
わ
せ

企
画
課
広
報
統
計
係

鈎
0
8
2
4-

7
3-

1
1
5
9

　父
子
家
庭
の
父
親
が
、
児
童

扶
養
手
当
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
受

給
す
る
こ
と
が
で
き
る
申
請
の

期
限
日（
11
月
30
日
）が
迫
っ
て

い
ま
す
。

　該
当
す
る
方
は
、11
月
30
日
ま

で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
申
請
に
は
支
給
要
件

に
よ
っ
て
添
付
す
る
書
類
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　詳
し
く
は
、
広
報
し
ょ
う
ば

ら
７
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

女
性
児
童
課

鈎
0
8
2
4-

7
3-

1
1
9
2

　事
業
資
金
の
借
り
入
れ
は
、

信
用
保
証
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　県
・
市
の
預
託
融
資
制
度
お

よ
び
各
種
保
証
制
度
で
幅
広
く

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　信
用
保
証
の
ご
利
用
は
、
お

取
引
の
金
融
機
関
、県
・
市
商
工

担
当
課
、
商
工
団
体
ま
た
は
信

用
保
証
協
会
備
北
支
所
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

広
島
県
信
用
保
証
協
会
備
北
支
所

鈎
０
８
２
４-

６
２-

３
９
１
７

　広
島
県
最
低
賃
金
が
10
月
30

日
か
ら
時
間
額
7
0
4
円
に
な

り
ま
し
た
。

　こ
れ
は
、
県
内
の
事
業
場
で

働
く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用

さ
れ
ま
す
。

　特
定
の
産
業
で
働
く
労
働
者

に
つ
い
て
は
、
広
島
県
最
低
賃

金
よ
り
も
金
額
が
高
い
産
業
別

最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　詳
し
く
は
、
広
島
県
労
働
局

労
働
基
準
部
賃
金
室
ま
た
は
三

次
労
働
基
準
監
督
署
に
お
気
軽

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

広
島
県
労
働
局
賃
金
室

鈎
0
8
2-

2
2
1-

9
2
4
4

三
次
労
働
基
準
監
督
署

鈎
0
8
2
4-

6
2-

2
1
0
4

　強
制
抑
留
さ
れ
た
方
に
対
す

る
特
別
給
付
金
の
請
求
受
付
が

始
ま
り
ま
し
た
。

対
象
者

　戦
後
、
シ
ベ
リ
ア
に
強
制
抑

留
さ
れ
た
方
で
、
平
成
22
年
６

月
16
日
現
在
、
日
本
国
籍
を
有

し
ご
存
命
の
方
。

請
求
受
付
期
間

10
月
25
日
～
平
成
24
年
３
月
31
日

請
求
書
類

　対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
か
ら

直
接
、
請
求
書
類
を
送
付
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

独
立
行
政
法
人

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

事
業
部
特
別
給
付
金
担
当

鈎
０
５
７
０-

０
５
９-

２
０
４

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

受
付
時
間

９
時
～
18
時（
平
日
の
み
）

　庄
原
さ
と
や
ま
博
開
幕
を
記

念
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム

切
手
を
10
月
25
日
か
ら
発
売
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
買
い
求
め

く
だ
さ
い
。

販
売
部
数

　1
千
部（
予
定
）

販
売
価
格

１
シ
ー
ト

　1
千
2
0
0
円

（
80
円
切
手
10
枚
）

販
売
郵
便
局

庄
原
市
、三
次
市
、神
石
高
原
町
、

世
羅
町
の
全
郵
便
局
（
簡
易
郵

便
局
は
除
く
）
お
よ
び
府
中
市

の
上
下
郵
便
局
、諸
田
郵
便
局
、

吉
野
郵
便
局

問
い
合
わ
せ

郵
便
局
株
式
会
社
中
国
支
社
営

業
本
部

鈎
０
８
２-

２
２
４-

５
９
９
１

　市
は
、
障
害
の
あ
る
方
や
支

援
の
必
要
な
方
が
、
一
貫
し
た

よ
り
よ
い
支
援
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、「
心
を
つ
な
ぐ

サ
ポ
ー
ト
フ
ァ
イ
ル
ひ
ろ
し
ま

結
愛
～
ｙ
ｕ
ｉ
～
」
を
配
布
し

て
い
ま
す
。

　

　こ
の
具
体
的
な
利
用
法
や
記

入
の
仕
方
な
ど
の
説
明
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

と
き

　12
月
2
日（
木
）

13
時
～
15
時

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

持
参
物

サ
ポ
ー
ト
フ
ァ
イ
ル
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

※
お
持
ち
で
な
い
方
に
は
当
日

配
布
し
ま
す
が
、
社
会
福
祉
課

ま
た
は
各
支
所
で
も
配
布
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
２
１
０

ま
た
は
、各
支
所
福
祉
担
当
係

お 知 ら せお 知 ら せ
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募

　
　
　集

エ
ソ
ー
ル
ひ
ろ
し
ま
大
学

基
礎
講
座
受
講
生
募
集

父
子
家
庭
の
方
、児
童
扶
養

手
当
の
申
請
は
お
早
め
に

税務署からのお知らせ

　相続、贈与などで取得した生命保険契約や損害保険契約
などに係る年金の所得税の取り扱いを改めることとしま
した。
この取り扱いの変更により、所得税の還付を受けることが
できる場合があります。詳しくは、国税庁ホームページ

【www.nta.go.jp】をご覧いただくか、最寄りの税務署に
お問い合わせください。

※平成17年分について、早い方は平成22年12月末が還付
できる期限となりますので、早目の手続きをお願いします。
※受け取られた年金の受給権が、相続税や贈与税の課税対
象となる場合は、実際に相続税や贈与税の納税額が生じな
かった方も対象となります。

そ

　の

　他

中
小
企
業
を
応
援
し
ま
す

強
制
抑
留
者
特
別
給
付
金
の
支
給

広
島
県
最
低
賃
金
が
変
更

広
島
県
民
手
帳
を
販
売

相続または贈与などに係る生命（損害）保険契約などに
基づく年金の税務上の取扱いの変更について

問い合わせ　庄原税務署　鈎0824-72-1001

宇
宙
の
話
を
聞
こ
う
！

シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
ラ
イ
ブ
in
風
花

広
島
県
雪
合
戦
大
会

人
権
週
間
イ
ベ
ン
ト

こ
れ
試
着
で
き
ま
す
。

庄
原
さ
と
や
ま
博

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手
発
売

「
サ
ポ
ー
ト
フ
ァ
イ
ル
」説
明
会



　冬
の
夜
を
電
球
の
明
か
り
で

彩
り
美
し
い
光
の
景
色
を
作
り

出
す
「
ウ
イ
ン
タ
ー
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
」。今
年
は
11
月
20
日

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　林
の
木
々
に
飾
り
つ
け
た
無

数
の
電
球
が
輝
き
、
ま
る
で
星

が
降
っ
て
き
て
森
全
体
が
光
っ

て
い
る
よ
う
な
光
景
は
、
ほ
か

で
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
、

こ
こ
だ
け
の
も
の
で
す
。

ち
な
み
に
電
球
の
数
は
総
数
50

万
球
！
こ
れ
ま
で
で
最
多
の
規

模
で
す
。

　ま
た
、
テ
ー
マ
に
あ
わ
せ
た

デ
ザ
イ
ン
も
魅
力
で
す
。
今
年

は「
銀
河
鉄
道
の
旅
」が
テ
ー
マ
。

ど
ん
な
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な

の
か
楽
し
み
で
す
ね
。
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　ウ
イ
ン
タ
ー
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
は
公
園
の
中
の
２
つ
の
会

場
で
開
催
し
ま
す
。

●
中
入
口
会
場

「
中
の
広
場
」、「
ひ
ば
の
里
」

　光
の
街
か
ら
星
あ
ふ
れ
る
銀

河
へ
の
旅
立
ち
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

　ひ
ば
の
里
で
は
和
の
明
か
り
、

影
絵
を
ご
ら
ん
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
北
入
口
会
場

　「
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

国
兼
」、「
湖
畔
広
場
」

　公
園
の
玄
関
口「
北
入
口
」の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
キ
ー
ワ

ー
ド
は
「
メ
ル
ヘ
ン
」
。
デ
コ
レ

ー
シ
ョ
ン
ケ
ー
キ
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
、
ユ
ニ
ー
ク
で
可
愛
ら
し

い
デ
ザ
イ
ン
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
が
登
場
し
ま
す
。

　”ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
“
、こ
の

季
節
な
ら
で
は
の
”ク

ラ
フ
ト

教
室
“
な
ど
を
週
末
に
開
催
し

ま
す
！
11
月
20
日
（
土
）
に
は
、

点
灯
を
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
す
る

「
点
灯
式
」を
開
催
し
ま
す
。

●「
し
ょ
う
ば
ら
マ
イ
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」作

品
募
集
中
！

　ウ
イ
ン
タ
ー
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
会
場
に
「
ツ
リ
ー
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
」
を
飾
る
コ
ン
テ

ス
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

表
彰

金
賞（
５
万
円
）、銀
賞（
３
万
円
）、

銅
賞（
１
万
円
）

家
族
単
位
、
団
体
で
の
ご
参
加

に
は
各
種
特
別
賞
も
あ
り
ま
す
。

作
品
展
示
期
間

11
月
20
日（
土
）～
12
月
26
日（
日
）

受
付

　先
着
20
チ
ー
ム
ま
で

参
加
料

　１
チ
ー
ム
１
千
円

　

※
ご
希
望
の
方
に
電
球
４
０
０

球
を
お
貸
し
し
ま
す
。

詳
し
く
は
左
記
ま
た
は
公
園
管

理
セ
ン
タ
ー
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

　

主
催

光
の
ま
ち
庄
原
実
行
委
員
会

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

庄
原
観
光
協
会

鈎
0
8
2
4-

7
3-

0
6
0
2

庄
原
市
商
工
観
光
課

鈎
0
8
2
4-

7
3-

1
1
7
8

お 知 ら せお 知 ら せ
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会
場
は
２
会
場

イ
ベ
ン
ト
も
開
催
！

備北公園管理センター
鈎0824-72-7000（http://www.bihoku-park.go.jp/）

備北
丘陵公園
だより

備北
丘陵公園
だより

ウインターイルミネーション2010ウインターイルミネーション2010
11月20日（土）から12月26日（日）まで開催!

星降ル森、光ル森。50万球、光ノ森ノファンタジー

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出
場
者
、全
国
・

県
レ
ベ
ル
の
大
会
、市
が
共
催
す
る

各
種
大
会
な
ど
の
上
位
入
賞
者
を

掲
載
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

あ
�
ぱ
れ
庄
原

あ
�
ぱ
れ
庄
原

あ
�
ぱ
れ
庄
原

第
65
回
国
民
体
育
大
会

全
国
大
会

あっぱれ

庄原
あっぱれ

庄原

第
37
回
全
日
本
杖
道
大
会

あっぱれ

庄原
あっぱれ

庄原

第
14
回
し
ょ
う
ば
ら

桜
花
杯
空
手
道
大
会

そ
の
他

あっぱれ

庄原
あっぱれ

庄原

（
９
月
11
日
・
千
葉
県
習
志
野
市
）

●
水
泳
競
技

　

競
泳
成
年
女
子
100
ｍ
平
泳
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奨学金制度説明会

　市は、高校・大学・専門学校など
に進学、在学する生徒や学生を対
象に、奨学金の貸し付けなどを行
っています。
　この制度の説明会を次のとお
り開催しますので、平成23年度
での利用を検討している方はご
参加ください。（どの会場でも参
加できます。予約は不要です。）

問い合わせ　教育総務課総務係　鈎0824-73-1182　または各支所教育室

東城地域

高野地域

総領地域

口和地域

西城地域

比和地域

庄原地域

12月  2日（木）19時～

12月  2日（木）19時～

12月  3日（金）19時～

12月  3日（金）19時～

12月  8日（水）19時～

12月10日（金）19時～

12月15日（水）19時～

東城支所２階第２会議室

高野支所２階小会議室

総領支所会議室

ヒューマンライツ第２会議室

西城公民館２階第２会議室

比和文化会館小会議室

庄原市ふれあいセンター小会議室

地　域 と　　　き と　こ　ろ

韓国ドラマの庄原ロケの概要が決まりました

　中国運輸局と庄原市、社団法人尾道観光協会は、ビジット・ジャパン地方連携事業※の一環として、備

北地域（庄原市）としまなみ海道（尾道市など）の観光魅力を韓国のテレビドラマで発信し、ロケ地めぐり

などの外国人旅行客の誘客を図ります。

※ビジット・ジャパン地方連携事業とは、訪日外国人旅行者を平成32年初めまでに2,500万人、将来的

には3，000万人とする目標に向け、日本の観光魅力を発信し、日本への魅力的な旅行商品の造成など

を支援する訪日旅行推進事業を地域（自治体・民間など）と連携し官民一体で推進する国の事業です。

●放映ドラマの概要

放映テレビ局　ＳＢＳ（韓国３大テレビ局の１つ）

放映日時　１月５日　21時55分～　（70分、全16話）

ドラマの題名　「サイン」

監督　チャン・ハンジュン

出演者　パク・シニャン、キム・アジュン、チョン・グァンリョル、

　　　　オム・ジウォンなど　ハン・ジミン（特別出演）

内容　国立科学捜査研究所で起こる事件などをエピソード化するドラマ。

日本ロケ地　庄原市、尾道市、愛媛県のしまなみ海道の観光地など（詳細未定）

ロケ日時　本年中の予定

ロケ出演者　パク・シニャン、キム・アジュン、ハン・ジミン（特別出演）ほか

※詳細は決まり次第、行政文書などでお知らせします。

問い合わせ　商工観光課観光定住係　鈎0824-73-1179

第
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回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

あっぱれ

庄原
あっぱれ

庄原

庄原市役所　女性児童課　鈎0824-73-1243

配偶者・パートナーからの

暴力（DV）で悩んでいませんか
～あなたは“ひとり”じゃない～

広 島 県 西 部 こ ど も 家 庭 セ ン タ ー　 女 性 相 談 課
（配偶者暴力相談支援センター・婦人相談所）鈎082-254-0391

広 島 県 北 部 こ ど も 家 庭 セ ン タ ー　 相 談 援 助 課
（配偶者暴力相談支援センター）鈎0824-63-5181（内線2313）

休園日／11月29日、12月6日、13日
点灯時間／17：00～21：00（予定）入園は22時まで

～ビジット・ジャパン地方連携事業で海外ドラマのロケ誘致は全国初～

パク・シニャン ハン・ジミンキム・アジュン



比和自然科学博物館 鈎0824-85-3005

開館　９時～17時（年末年始休館）

お 知 ら せお 知 ら せ
I n f o r m a t i o n

アカトンボ
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市街地の空き店舗を活用した、
各種展示ができる市民ギャラリーです。

しめ縄藁細工展
とき　12月９日（木）～11日（土）
　　　10時～17時

　庄原市文化協会事務局　鈎0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　鈎0824-73-1178
※展示を希望される団体（または個人）はお申し込み
ください。使用料はいりません。

　10月は、市内各地で秋のイベントが目白押
しでした。取材に足を運んで改めて感じたこ
とは「広い！」そして「おもしろい！」。西日本
一の面積を誇る庄原は、その広い面積がデメ
リットになることもありますが、広いからこ
その豊富な資源や魅力スポット、地域の文化
や伝統など誇れるものがいくつもあります。
似ていると思われるイベントでも、各地域の
歴史や文化の違いの中から、それぞれ趣や雰
囲気の違った催しとして楽しめました。近づ
く冬も、庄原の魅力の一つ。さとやま博の冬の
体験メニューにも期待しています。

市民ギャラリー「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ

鈎0824-75-4411

休日診療のご案内

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
※残高確認も忘れないでください。

11月・12月の休日診療については、次のとおりです。

11月・12月の犬・猫の引き取りは、次の日程で実施します。
なお、手続きには認印が必要ですので、持参してください。

●庄原地域

●東城地域

11月14日（日）

21日（日）

23日（火）

28日（日）

12月5日（日）

田渕医院

藤野医院

毛利医院

戸谷医院

庄原赤十字病院

鈎0824-72-3900

鈎0824-72-4646

鈎0824-72-2863

鈎0824-72-3131

鈎0824-72-3111

広報日記

問

市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

犬・猫の引き取り
鈎0824-72-1398環境衛生課問

人の動き
平成22年９月末日現在

男女平等…家庭や職場、あなたのまわりでは?
男女共同参画コーナー 鈎0824-73-1243

鈎0824-73-1145
鈎0824-73-1175
鈎0824-73-1197

●税務課収納係
●下水道課管理係
●水道課庶務係

女性児童課

奥

￥

献血のご案内
鈎0824-73-1155保健医療課医療予防係

献血をつぎのとおり実施します。
皆さんのご協力をお願いします。

問

実施日 会　場 受付時間

11月
15日（月）

ＪＡ庄原本所 10時～11時30分

12月
６日（月）

ジョイフル 11時30分～15時

11月
15日（月）

広島県庄原庁舎 13時～15時

11月14日（日）

21日（日）

23日（火）

28日（日）

12月5日（日）

日伝医院

東城病院

三上クリニック

こぶしの里病院

東城病院

鈎08477-2-2180

鈎08477-2-2150

鈎08477-2-1151

鈎08477-2-5255

鈎08477-2-2150

【11～12月のイベント情報】

総領
地域
年末年始の引き取りを12月22日（水）～1月4日（火）まで休みますので、
庄原・口和・高野・比和地域の日程は変更しています。

庄原
地域

西城
地域
東城
地域
口和
地域

高野
地域
比和
地域

毎月第2水曜日
11月10日、12月8日

毎月第1～第4火曜日
11月9日・16日
12月7日・14日・21日
毎月第１・第3木曜日
11月18日、12月2日・16日

毎月第１・第3木曜日
11月18日、12月2日・16日

  9：40～  9：50
10：20～10：30

毎月第4木曜日
11月25日、12月20日

毎月第4木曜日
11月25日、12月20日

毎月第4木曜日
11月25日、12月20日

  9：40～  9：50

11：00～11：10
11：25～11：35
11：50～12：00

  9：00～  9：10

11：40～11：50

13：20～13：30

13：50～14：00

小奴可研修センター
東城文化会館

総領支所
（スクールバス駐車場）

東自治振興センター
市役所車庫
敷信自治振興センター

西城支所前

口和支所前駐車場

高野支所横

比和支所

ゆめさくら講座
かずら教室

「クリスマスのリース」
とき　11月19日（金）９時30分～12時
参加費　1,300円　定員　20人
癒しの空間づくりKouza

「苔を使った松竹梅の寄せ植え」
とき　12月10日（金）
　　　朝の部10時30分～12時30分
　　　昼の部13時30分～15時30分
参加費　3,800円（鉢代別途1,500円）
定員　各15人
郷土料理教室

「雪のころ…変わり餅いろいろ13色餅ほか」
とき　12月13日（月）10時～14時
参加費　1,500円　定員　30人
展示・その他
花展　庄原華道連盟
とき　11月20日（土）・21日（日）
三村青楓リース展

「里山の素材を使って」
とき　12月３日（金）～５日（日）
※期間中ミニ教室開催
手仕事・里山の干支展
とき　12月８日（水）～１月31日（月）

◎と　き　12月11日（土）　９時～12時
◎ところ　口和支所

※公務により実施できない場合もあります。
※道路の改良・維持・修繕などの要望、陳情は、事業担当
課へお願いします。

ふれあい市長室の日程
鈎0824-73-1159企画課広報統計係問

　アカトンボ（赤蜻蛉）は、トンボ目トンボ科に属する昆虫です。「腹

部が赤くなる中型のトンボ」をまとめてよぶ俗称で、昆虫図鑑には

この名前では出ていません。博物館には12種展示しています。

●アキアカネ【S. frequens】

　わが国で最も普通に見られるアカトンボです。

　ナツアカネやタイリクアカネに似ていますが、本種はひとまわ

り大きくがっしりしています。秋の水田に産み落とされた卵は、そ

のまま土の中で冬を越し、春になって水が張られた水田でヤゴと

なり、羽化後の未成熟成虫が長距離移動します。

成熟するまでの暑い夏の間は、涼しい山の上で過ごします。そして

秋を迎えた頃、山を下りて水辺に戻ります。

●ナツアカネ【S. darwinianum】

　アキアカネとともに日本のアカトンボを代表する種です。

●ミヤマアカネ【S. pedemontanum】

　未成熟期は体色もオス・メス同じですが、オスは成熟すると全身

が真っ赤になります。メスはくすんだ褐色がかったオレンジ色です。

○

○

○

○

○

○

　「男女平等」が定められた日本国憲法の施行から60年以上となりま
したが、実際にいろいろな場面で「平等」であると感じている人はどれ
くらいいるでしょうか。
　男女とも、「学校教育の場」で「平等」と感じる人が約７割と多くなっ
ています。一方、「家庭」では、男性の約半数が「平等」と感じているのに
対し、女性の半数以上が「男性の方が優遇されている」と感じており、
男女で意識に大きな違いがあります。また、「政治」「社会通念・しきたり」
などすべての項目で、女性の方が「平等」と感じる人の割合が少なくな
っています。あなたの周りではどのように感じられますか？

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出展者募集中! あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締切です。
★申し込みは
　交流サロンラッキー　鈎0824-72-0075まで

詳しくはHPで http://kunchi-ichi.main.jp

12
月

《と　き》　12月９日（木）　10時～14時
《ところ》　中本町商店街周辺
　　　　　（のぼりが目印）

H21内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」より

学校
教育の場

女性

男性

職　　場

女性

男性

家　　庭

女性

男性の方が
非常に優遇
されている

どちらかといえば
男性の方が優遇
されている

どちらかといえば
女性の方が優遇
されている

女性の方が
非常に優遇
されている

平等
わからない

男性

各分野の男女の地位の平等感（H21）

10.2

5.0 32.5 51.3 2.0 7.5

44.2 36.0 1.9 6.0 1.7

1.7

18.3 46.9 20.4 11.0 2.7 0.7

12.5 46.1 29.0 4.8 6.5 1.1

2.3 14.4 66.1 13.2 3.5 0.6

1.6 9.3 70.3 13.1 4.4 1.3

●住民基本台帳登載人口
　人口　40,757人（前年比－520人）
　男　　19,355人（前年比－230人）
　女　　21,402人（前年比－290人）
　世帯数　16,085世帯（前年比＋1世帯）

【各地域の内訳】
　庄原地域　19,437人（7,789世帯）
　西城地域　　4,256人（1,575世帯）
　東城地域　　9,214人（3,812世帯）
　口和地域　　2,341人（855世帯）
　高野地域　　2,152人（705世帯）
　比和地域　　1,719人（665世帯）
　総領地域　　1,638人（684世帯）
●外国人登録人口
　人口　331人（前年比＋9人）

【分類：昆虫綱トンボ目トンボ亜目トンボ科】

『民俗と方言』
　アカトンボには各地に方言が多くあります。赤いトウガラシに
なぞらえてナンバントンボ、コショウトンボとよぶ地方もあります。
トウガラシを昔ナ
ンバンコショウ(南
蛮胡椒)とよんだ名
残からだと思われ
ます。また秋の彼岸
に目立つからか、ヒ
ガントンボ、ショウ
リョウトンボ(精霊
蜻蛉)と呼ばれる地
域もあります。

わら


